
　　　　

2026 年 2 月 10 日

9 時 30 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
～『ぴーす』を繋ぐ。～
人と人、環境、支援…色々なぴーすを繋げ、お子さまや保護者の方々が安心して生活を送ることができるような福祉を提供します。

事業所名 ぱれっと 作成日支援プログラム（参考様式）

〇年齢に合わせて、文字や数字、形・空間・時間等の認知を促します。
〇お子さまの特性に合わせた働きかけをおこない、忘れ物や困ったときの対応方法を身に着けられるようにします。
〇気持ちを整えられる環境をつくり、丁寧に自身の思いや周りの状況を整理し、気持ちを前向きに切り替えられるようスタッフがお手伝いをします。

〇日々のコミュニケーションひとつひとつを大切にしながら、お子さまにとって「伝わった！」と思う経験を積んでいくことで、場面に合わせた言葉の選び方や相手への適切な伝え方を
学ぶことができるようにします。
〇お子さまに合わせたコミュニケーション方法を提案し実践していくことで、よりスムーズに思いを表出できるようにします。

〇ルールのある遊びや集団、小集団での友達とのかかわりを通して、『集団の中での自分の役割』に気づくことができるようにします。
〇勝ち負けや失敗を恐れず、挑戦できる心を養います。
〇自己と他者の違いに気づき、お互いを大切にできる人間関係の構築を図ります。

支援方針

・児童の主体性を育み、経験することの楽しさを味わうことができるようにします。
・成功体験を積み重ねながら、ライフステージに合わせた生活スキルや人との関わり方を身につけ、生きる力を育てます。
・「自分は大切な存在なんだ」と実感しながら、前向きな気持ちで自立・自律に繋げられるような関わりを大切にします。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

〇個別（小集団）療育プログラム　〇集団療育プログラム　〇買い物支援
〇季節行事　〇課外活動　〇誕生日会（隔月）　〇製作イベント　〇クッキングイベント　〇地域交流イベント　〇保護者交流会

（別添資料１）

家族支援

〇お子さまの困りごとだけでなくご家族で抱える困りごとにも寄り添いなが
ら、ご家族がより安心して生活を送ることができるような支援を提供いたしま
す
〇保護者交流会を通して、保護者間の情報共有や意見交換の場を設けます。

移行支援

〇ライフステージに合わせ、お子さまを取り巻く機関と情報共有をおこな
いながら、安心して次のステップへと向かうことができるようにサポート
いたします。

地域支援・地域連携

〇地域でのイベント実施や参加、地域の施設（学童、児童館、各園など）との
交流をおこない、『顔見知り』や『友達』を増やしていきます。
〇関係機関との情報共有をおこなう中で、お子さまの各場所での困りを共有し
たり、解決方法や支援方法を考え、よりよい環境で過ごすことができるように
サポートします。

職員の質の向上

〇事業所内および外部の研修の実施や参加を通して、支援の在り方や発達
特性、緊急時の対応等の知識や技術の向上を図ります。
〇支援会議等の事業所内会議を実施し、支援内容や活動の反省・検討し提
供していきます。

支　援　内　容

〇ライフステージに合わせた生活スキル（身だしなみ、時間・お金の使い方、衣食住など）の獲得のために、練習や実践の場での経験を重ねていきます。
〇将来を見据え『お仕事をする』『自身で生活をする』というイメージを膨らませながら、生活面での自立を意識することができるような支援を提供します。

〇感覚統合や粗大・微細運動、ビジョントレーニング等を通して、手指や道具の操作性の向上や、各場面に合った身体的イメージを掴むことができるような支援をおこないます。
〇体幹を鍛え、姿勢の維持や体力・筋力の向上を図りながら、健やかな心身の成長を目指します。
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